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Ⅰ 大綱策定の趣旨 

   

この大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に

基づき、本市の教育に関する基本的な計画として、教育、学術及び文化の振興

に関する施策の基本方針を定めるものです。 

 

 

 

Ⅱ 大綱の期間 

   

平成２８年度～平成３２年度 

  第５次総合計画の前期基本計画期間である平成３２年度までの５年間を 

大綱の期間とします。 

 



 

 

Ⅲ 大綱（平成２８年度～平成３２年度） 

≪基本理念≫ 

常滑を誇りに思い、次代を担う人の育成 

≪基本方針≫ 

１いのちを尊び、心身ともにたくましく、心豊かに生きる態度を育成する。 

 

  子どもたちが生きる力を身につけ、個性や創造性を伸ばし、次代を担う人材とし

て成長することができるよう、一人一人のニーズに応じた教育支援体制の整備と指導

の充実を図ります。また、発達や特性、学びの連続性を踏まえた幼・保・小・中学校

間の連携強化を図ります。 

 

２基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるとともに、生涯学習の基礎となる自

ら学ぶ力を育成する。 

   

基礎学力の確かな定着と課題を解決するために、必要な思考力・判断力・表現力を

育む学習活動の充実を図ります。また、自らの生き方を考え、主体的に進路を選択す

ることができるキャリア教育を推進します。 

 

３家庭や地域社会との連携を深め、健全な幼児児童生徒の育成に努める。 

   

学校や家庭、地域社会の果たすべき教育的役割を考えた双方向の連携を深める活動

を推進します。また、地域活動への積極的な参加や人材を活用して常滑に根ざした教

育、地域で子どもたちを育てていく環境づくりを推進します。 

 

４市民のニーズに対応した生涯学習の推進やスポーツ振興に努め、充実を図る。 

  

だれもが学べる、学びたくなるような学習環境を整備・充実していくとともに、市民

の学習活動の支援・コーディネートを行います。 

 

５市民がゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活の実現、伝統的地域文化の保

存に努める。 

  

市民が豊かで充実した人生をおくることができ、学習の成果がまちづくりにつながり、

市民が郷土に誇りを持てるよう、伝統的地域文化の保存・継承に努めます。 


